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私
た
ち
は
、
昨
年
度
か
ら
猛
威
を
振
る
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
記
憶
を
消
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
生
徒
の
皆
さ
ん
も
、
苦
し
く
長
く
続
い

た
休
校
生
活
に
、
気
持
ち
の
整
理
が
つ
か
な
い
ま

ま
日
々
を
過
ご
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

休
校
期
間
中
、
あ
る
新
聞
の
高
校
生
の
エ
ッ
セ
ー

に
目
が
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、
『
毎
日
の

よ
う
に
あ
っ
た
部
活
動
も
な
く
、
学
校
が
あ
る
こ

と
の
大
切
さ
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
「
も
う

こ
ん
な
生
活
は
嫌
だ
」
と
思
っ
て
い
た
時
、
一
回
良
い
言
葉
で
言
い
換
え

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
「
自
分
を
自
分
で
作
る
期
間
」
。
こ
の
言
葉

が
好
き
な
事
を
伸
ば
せ
る
、
自
分
の
弱
点
を
克
服
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
い
ま
し
た
。
（
中
略
）
忙
し
く
て
感
じ
な
か
っ
た
事
を
今
、
心
か
ら
感

じ
て
い
ま
す
』
。
多
く
の
高
校
生
は
、
同
じ
よ
う
な
想
い
を
抱
き
な
が
ら

こ
の
期
間
を
過
ご
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

さ
て
本
年
度
、
本
校
の
教
育
目
標
の
中
に
「
夢
と
希
望
を
持
ち
、
新
し

い
価
値
の
創
造
に
向
け
て
、
た
く
ま
し
く
し
な
や
か
に
未
来
を
拓
く
人
と

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
県
の
教

育
振
興
基
本
計
画
、
基
本
理
念
の
目
指
す
姿
（
未
来
を
拓
く
ひ
と
）
を
参

考
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
新
し
い
知
識
・
情
報
・
技

術
が
飛
躍
的
に
進
展
し
、
社
会
や
生
活
を
大
き
く
変
え
て
い
く
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
化
時
代
の
中
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ

タ
ー
で
代
替
で
き
な
い
夢
・
志
・
想
像
力
や
芸
術
的
な
感
性
、
柔
軟
な
対

応
力
と
い
っ
た
人
間
力
が
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
本
校
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
下
、
高
き
志
を
常
と
し
「
昨
日
の
自
分
を

超
え
て
行
く
」
と
い
う
心
構
え
で
学
び
続
け
、
意
欲
を
持
っ
て
考
え
抜
き
、

グ
ル
ー
プ
で
学
び
合
い
、
創
発
的
に
何
か
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
勇
気
を
持
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
50

cm

革
命
※１

を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

昨
年
度
、
本
校
の
生
徒
諸
君
は
、
様
々
な
場
面
で
「
50

cm
革
命
」
を
起

こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
農

業
ク
ラ
ブ
「
全
国
高
校
生
農
業
ア
ク
シ
ョ
ン
大
賞
」
を
受
賞
（
地
域
の
方

を
招
い
て
の
芋
煮
会
）
。
県
産
ヒ
ノ
キ
を
用
い
製
作
し
た
演
台
を
贈
る
（
森

林
科
学
科
の
生
徒
が
製
作
し
た
演
台
を
甲
斐
市
に
寄
付
、
本
年
は
、
中
学

校
に
寄
付
）
。
造
園
緑
地
科
「
全
国
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
５
名
が

入
選
。
食
品
科
学
科
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
コ
ラ
ボ
企
画
」
。
シ
ス
テ
ム
園

芸
科
「
ワ
サ
ビ
栽
培
に
挑
戦
」
。
環
境
土
木
科
「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
認
定
校
」
。

農
林
高
校
生
、
高
き
志
を
胸
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
※２

と
し
て
活
躍
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

※１

：
経
産
省
「
未
来
の
教
室
」
、
次
世
代
を
生
き
抜
く
人
間
像
と
し
て
提
唱
し
た 

 

※２

：
世
間
に
与
え
る
影
響
力
が
大
き
い
行
動
を
行
う
人
物 

 

「
律
す
る
」 

 
 
 

１
学
年
主
任 

中
込 

俊
二  

律
す
る
と
辞
書
で
調
べ
る
と
【
①
あ
る
基
準
に
よ
っ
て
、
物
事
を
考

え
た
り
、
処
理
し
た
り
す
る
。
②
定
め
る
。
規
定
す
る
。
】
と
あ
り
ま

す
。
人
が
行
動
す
る
場
合
、
学
校
や
社
会
、
地
域
や
友
達
同
士
の
間
で
も

必
ず
「
基
準
」
「
規
定
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
守
る
」
こ
と
が
安
全
・
安

心
に
つ
な
が
り
ま
す
。  

 

先
生
方
も
幼
い
こ
ろ
「
お
天
道
様
が
見
て
る
か
ら
悪
い
事
は
し
ち
ゃ

駄
目
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
基
準
は
「
怒
ら
れ
る
」
「
怒
ら
れ
な

い
」
と
い
っ
た
他
人
の
目
が
基
準
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
年
（
成

長
）
と
と
も
に
、
基
準
の
目
を
自
分
の
心
に
作
る
こ
と
、
そ
れ
が
自
分
を

「
律
す
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
今
皆
さ
ん
は
、
こ
の
「
律
す
る
」

心
を
育
て
て
い
く
大
切
な
時
期
で
す
。
そ
れ
は
何
も
難
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
普
段
の
学
校
生
活
や
部
活
動
、
家
庭
生
活
の
中
で
、
正
し
い
制
服
の

着
用
や
携
帯
の
使
用
時
間
を
守
る
、
仲
間
を
思
い
や
る
心
な
ど
「
見
て
い

る
・
見
て
い
な
い
」
、
「
怒
ら
れ
る
・
怒
ら
れ
な
い
」
か
ら
と
い
う
基
準

で
動
く
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
を
考
え
行
動
し
ま
し
ょ
う
。  

思
い
や
り
の
あ
る
集
団
、
友
達
を
注
意
し
合
え
る
集
団
、
何
事
に
も

全
力
で
取
り
組
む
集
団
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

遠
隔
教
育
の
試
み 

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ
る
臨

時
休
業
中
、
生
徒
の
学
習
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

学
習
課
題
を
定
期
的
に
配
布
し
、
家
庭
学
習
が
円
滑

に
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
学
習
支
援
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
授
業
等
の
配
信
を
２
つ
の
方
法
で
試
行
的
に
行
い

ま
し
た
。
１
つ
は
「YouTube

」
を
活
用
し
た
授
業

動
画
の
配
信
で
す
。
４
月
24
日
の
課
題
郵
送
に
あ
わ
せ
て
、
15
本
の
動

画
をYouTube

に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
動
画
の
内
容
は
、
配
布
し
た
課
題

の
解
説
や
学
校
ほ
場
の
様
子
な
ど
、
科
目
担
当
者
が
、
学
習
支
援
や
学
校

再
開
後
の
授
業
を
目
的
と
し
て
工
夫
し
て
作
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学
年

を
対
象
と
し
た
課
題
解
説
動
画
の
再
生
回
数
は
学
年
の
在
籍
人
数
を
大
き

く
上
回
り
、
解
説
動
画
を
複
数
回
視
聴
し
、
繰
り
返
し
内
容
を
確
認
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
も
う
１
つ
は
「Microsoft 

Teams

」
を

使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
す
。
こ
れ
は
「Zoom

」
な
ど
と
同
じ
く
ビ
デ

オ
会
議
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
今
回
は
、

各
自
の
端
末
に
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
、
５
月
20
日
～
22
日
の

３
日
間
LHR

と
総
合
的
な
学
習
（
探
求
）
を
中
心
に
40
分
程
度
の
授
業
を

行
い
ま
し
た
。 

 

ど
ち
ら
の
方
法
も
十
分
な
準
備
が
出
来
ず
、
改
善
の
余
地
が
大
き
く
あ

り
ま
す
が
、
授
業
で
の
学
習
支
援
や
各
HR
で
の
連
絡
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

生
涯
に
わ
た
り
健
康
に
生
き
る
力
の
育
成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

生
徒
指
導
主
事 

坂
本 

篤 

道
徳
教
育
の
一
環
と
し
て
昨
年
11
月
、
荻
原
拓
也

氏(MUSE ASSOCIATION

代
表)

に
よ
る
講
演
を
一
年
生

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
る
日
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
、

自
己
を
律
し
て
生
活
す
る
こ
と
、
夢
や
希
望
を
抱
き

目
標
を
見
出
す
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
自
ら
の

活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

生
徒
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
「
人
生
を
無
駄
に
し
な
い

生
き
方
を
し
た
い
。
薬
物
を
１
回
で
も
や
っ
て
し

ま
っ
た
ら
終
わ
り
。
悪
い
こ
と
を
す
れ
ば
、
自
分
の

人
生
だ
け
で
は
済
ま
な
く
な
る
。
」
「
い
じ
め
な
ど

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
す
れ
ば
、
何
年
か
経
っ

た
後
、
必
ず
自
分
に
返
っ
て
く
る
。
つ
ま
ら
な
い
人

生
に
し
た
く
な
い
か
ら
、
自
分
の
生
活
に
つ
い
て

色
々
と
考
え
て
い
き
た
い
。
」
「
最
近
、
と
て
も
辛

い
こ
と
が
続
い
て
い
る
。
被
災
し
た
高
校
生
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
音
声
を
聞
い
た
時
は
泣
き
そ
う
に

な
っ
た
。
生
き
る
の
が
辛
い
っ
て
思
う
け
ど
、
被
災

地
で
は
死
に
た
く
な
い
の
に
死
ん
じ
ゃ
っ
た
人
が
た

く
さ
ん
い
た
こ
と
を
改
め
て
考
え
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
は
『
死
に
た
い
な
ん
て
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
』

と
も
言
っ
て
い
た
。
命
を
無
駄
に
で
き
な
い
と
思
っ

た
。
今
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
毎
日
を
精
一
杯

生
き
て
い
き
た
い
。
」
「
最
後
の
サ
ッ
ク
ス
演
奏
が

と
て
も
心
に
響
い
た
。
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き

渡
っ
た
音
色
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
あ
の
音
楽
は
私

た
ち
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
と
感
じ

た
。
」
等
、
前
向
き
な
記
述
が
多
く
、
中
に
は
悩
み

と
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
内
容
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
徒
た
ち
は
今
後
の
人

生
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
講
師
荻
原
氏
が
説
い
た

「
大
切
に
す
べ
き
こ
と
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
響

い
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
豊
か
な

心
を
育
む
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
関

係
機
関
や
地
域
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

オンライン授業の様子 

講演会の様子 



学校Web サイトもご覧ください 

http://www.norinh.kai.ed.jp/ 
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進
路
状
況
（
過
去
三
年
間
の
主
な
実
績
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

〈
就
職
〉 

 

（
株
）
キ
ト
ー
、
（
株
）
甲
府
明
電
舎
、
富
士
通
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
ズ
（
株
）
、
（
株
）
メ
ッ
ツ
、
三
井
農
林
（
株
）
、

（
株
）
ト
リ
ケ
ミ
カ
ル
研
究
所
、
（
株
）
平
山
、
山
梨
積
水
（
株
）
、

（
株
）
甲
府
大
一
実
業
、
（
株
）
コ
イ
ケ
、
（
株
）
光
・
彩
、
（
株
）

は
く
ば
く
、
（
株
）
桔
梗
屋
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
製
菓
（
株
）
、
（
株
）
サ

ン
キ
ム
ラ
ヤ
、
甲
府
東
洋
（
株
）
、
中
部
食
品
（
株
）
、
熊
本
県
果
実

農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
長
田
組
土
木
（
株
）
、
（
株
）
早
野
組
、

（
株
）
萩
原
ボ
ー
リ
ン
グ
、
（
株
）
森
山
組
、
共
立
建
設
（
株
）
、
東

日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
、
（
株
）
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
、
（
株
）
常

磐
ホ
テ
ル
、
（
株
）
う
ぶ
や
、
（
株
）
オ
ギ
ノ
、
（
株
）
い
ち
や
ま

マ
ー
ト
、
（
株
）
岡
島
、
（
株
）
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
日
本
郵
便

（
株
）
、
（
有
）
山
宮
造
園
、
河
野
造
園
土
木
（
株
）
、
弦
間
林
業

（
有
）
、
（
有
）
原
林
業
、
（
株
）
北
杜
リ
ゾ
ー
ト
「
北
の
杜
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
」
、
（
株
）
、
（
株
）
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
、

恵
信
ヴ
ィ
レ
ッ
タ
甲
府
、
山
梨
県
土
地
改
良
事
業
団
連
合
会
、
中
央
森

林
組
合
、
海
上
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
、
陸
上
自
衛
隊
自
衛
官
候
補
生 

 
 〈

進
学
〉  

山
梨
学
院
大
学
、
健
康
科
学
大
学
、
帝
京
科
学
大
学
、
も
の
つ
く
り
大

学
、
東
京
農
業
大
学
、
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
、
九
州
共
立
大

学
、
拓
殖
大
学
、
大
東
文
化
大
学
、
神
奈
川
大
学
、
神
奈
川
工
科
大

学
、
吉
備
国
際
大
学
、
山
梨
学
院
短
期
大
学
、
帝
京
学
園
短
期
大
学
、

山
梨
県
立
農
業
大
学
校
、
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
、
山
梨
県

立
宝
石
美
術
専
門
学
校
、
甲
府
看
護
専
門
学
校
、
共
立
高
等
看
護
学

院
、
山
梨
県
立
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
、
山
梨
秀
峰
調
理
師
専
門
学

校
、
武
蔵
野
調
理
専
門
学
校
、
山
梨
県
美
容
専
門
学
校
、
早
稲
田
美
容

専
門
学
校
、
甲
府
医
療
秘
書
学
院
、
サ
ン
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
、
東
京
環

境
工
科
専
門
学
校
、
大
原
学
園
甲
府
校
、
優
和
福
祉
専
門
学
校
、
日
本

工
学
院
八
王
子
専
門
学
校
、
町
田
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校 

 

〈
令
和
元
年
度
卒
業
生
〉 

 
 

○
就
職 

84
名 

・  

進
学 

51
名 

  

○
進
学
の
内
訳 

  
 

大
学 

12
名 

・  

短
大 

５
名  

・ 

専
門
学
校 

34
名 

専
門
高
校
生
資
格
取
得
サ
ポ
ー
ト
事
業
給
付
金
に
つ
い
て  

農
場
長 

嶋
津 

文
彦  

 

今
年
度
、
県
内
の
公
立
高
校
の
農
業
・
工
業
・
商
業
系
の
課
程
に
学
ぶ
生
徒
（
奨
学
給
付
金
の
受
給

認
定
の
世
帯
）
を
対
象
に
、
専
門
分
野
の
進
路
に
進
む
た
め
に
有
効
な
資
格
検
定
試
験
に
対
し
て
、
受

験
料
の
一
部
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
12
月
以
降
、
各
資
格
の
担
当
職
員
が
対
象
者
に
手
続
き
の
仕
方
を

説
明
し
ま
す
。  

一
．
対
象  

当
該
年
度
の
７
月
１
日
状
況
に
お
い
て
、
少
額
給
付
金
の
需
給
認
定
を
受
け
て
い
る
世
帯
（
市
町
村 

税
所
得
割
が
非
課
税
：
年
収
約
２
５
０
万
円
未
満
程
度
の
世
帯
）
が
対
象  

二
．
支
給
額  

当
該
年
度
に
受
験
し
た
職
業
系
資
格
・
検
定
の
受
験
料
の
合
計
額
の
二
分
の
一
（
上
限
一
万
円
）  

三
．
有
効
な
資
格
・
検
定
試
験
の
受
験
料
領
収
書
の
期
間  

 

支
給
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
１
月
31
日  

四
．
本
校
の
学
科
に
関
す
る
給
付
対
象
資
格
・
検
定  

 

技
能
検
定
（
園
芸
装
飾
二
、
三
級
）
（
造
園
二
、
三
級
）
（
フ
ラ 

 

ワ
ー
装
飾
二
、
三
級
）
、
二
級
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験
、
危 

 

険
物
取
扱
者
（
甲
種
・
乙
種
）
、
ト
レ
ー
ス
技
能
検
定
、
日
本
農
業 

 

技
術
検
定
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
試
験
、
測
量
士
補  

地
元
伝
統
野
菜
で
つ
な
ぐ
高
齢
者
と
の
地
域
交
流
活
動 

 
 

農
業
ク
ラ
ブ
本
会
役
員
が
、
学
校
が
あ
る
八
幡
地
区
の
伝
統
野
菜
で
あ
る
「
八
幡
芋
」
を
活

用
し
た
地
域
交
流
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
回
数
を
重
ね
る
ご
と

に
参
加
者
が
増
え
、
昨
年
度
は
保
坂
武
甲
斐
市
長
様
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
し
ま

し
た
。
特
に
、
玉
幡
中
学
生
等
９
名
が
、
農
業
ク
ラ
ブ
本
会
役
員
生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動

で
き
た
こ
と
で
地
元
に
根
付
く
活
動
へ
と
つ
な
げ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た

本
校
生
徒
は
、
運
営
業
務
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
と
の
会
話
や
触
れ
合
い
に
よ
り
、
自
分
を
見

つ
め
、
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
他
者
へ
の
思
い
や
り
な
ど
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

参
加
し
た
生
徒
は
「
前
日
の
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
、
忙
し
く
緊
張
し
た
２
日
間
で
し
た

が
、
年
齢
層
の
幅
が
広
く
、
日
頃
か
ら
話
す
機
会
が
な
い
私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
年
寄
り
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
火
起
こ
し
や
餅
つ

き
は
、
と
て
も
楽
し
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
、
家
で
も
餅
つ
き
を
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
芋
煮
会
の
会
食
で
は
、
地
域
の
方
か
ら
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
会
食
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
今
と
昔
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
座
談
会
で
は
、
丁

度
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
に
切
り
替
わ
る
頃
だ
っ

た
思
い
出
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
度
の
芋
煮
会
は
、
も
っ
と
多
く
の

人
に
こ
の
活
動
を
紹
介
し
、
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、
こ
の
経
験
が
自
己
肯

定
感
を
育
む
と
と
も
に
責
任
感
や
や
り
が
い

を
体
感
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

学
校
説
明
会
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座 

 

今
年
度
の
学
校
説
明
会
は
12
月
５
日
（
土
）

に
、
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
学
校
の
様
子
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
前
期
募
集
検
査
も
含
め
て

入
試
の
話
や
進
路
指
導
に
関
す
る
話
も
聞
け
ま

す
。
ぜ
ひ
学
校
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
職
員
・
生
徒
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
申
し
込
み
は
、
中
学
校
の
先
生
を
通
し
て

お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
中
学
生
向

け
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン

ス
講
座
を

10

月
～

12
月
に
７
講
座
実
施

す
る
予
定
で
す
。
各

学
科
で
の
特
性
を
生

か
し
た
楽
し
い
講
座

で
す
。
積
極
的
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

技能検定の様子 

「
が
ん
ば
ろ
う
山
梨
！
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

花
メ
ッ
セ
ー
ジ  

シ
ス
テ
ム
園
芸
科
で
、
本
校
北
側
の
ア
ル
プ
ス

通
り
面
す
る
フ
ェ
ン
ス
に
、
「
が
ん
ば
ろ
う
山
梨
」

と
文
字
を
か
た
ど
っ
た
花
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
り
ま
し

た
。
地
域
の
住
民
や
ア
ル
プ
ス
通
り
を
通
勤
・
通
学

で
利
用
す
る
方
々
に
少
し
で
も
元
気
を
出
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
学
校
で
栽
培
し
て
い
る
ナ
デ
シ
コ
で

飾
り
付
け
ま
し
た
。
壁
面
飾
花
は
乾
燥
し
や
す
い
の

で
、
飾
っ
た
後
の
か
ん
水
等
の

管
理
も
大
変
で
す
が
、
見
て
頂

い
た
方
が
少
し
で
も
元
気
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

今
回
、
花
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

飾
っ
た
と
こ
ろ
、
テ
レ
ビ
・
新

聞
の
取
材
等
、
多
く
の
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
一
環
と
し

て
、
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
等
を
考

え
て
継
続
し
て
作
成
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

手
作
り
の
演
台
制
作 

昨
年
度
、
甲
斐
市
制
15
周
年
を
記
念
し
て
森

林
科
学
科
の
生
徒
が
作
成
し
た
演
台
を
８
月
30

日
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
森
林
科
学
科
の

生
徒
が
協
力
し
た
演
台
を
甲
斐
市
内
の
小
中
学
校

向
け
に
作
成
す
る
予
定
で
す
。 


